
　毎年４月中旬から５月にかけて、岩木川の河川敷で原野
火災が発生し、消防車が出動する事態が多発します。火災
が原因で河川管理施設（堤防、排水樋管等）が損傷する恐
れがあり、河川管理施設に被害が生じた場合、洪水対策
等に重大な支障を及ぼす可能性があります。また、場合に
よっては人家への延焼、人命にかかわることもありますの
で、火気を使用した場合は、最後にきちんと消火を確
認しましょう。

▲H２４の河川敷での消火の様子


